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表　紙

南アフリカTau Tona金鉱山深度3kmにあらわれた震

源断層：2003年3月に南アフリカTau Tona金鉱山の深
度約3kmにおいてM2.5の地震が発生した．震源は筆者
も参加している「南アフリカ金鉱山における半制御地震
発生実験国際共同グループ」の研究ターゲットのひとつ
であるKen’s断層であり，地震の約2ヵ月後の5月に現場
を訪れることができた．写真は高さ1mほどの採掘域内
にあらわれた断層変位で，天井の右半分がずり下がり，
抗木の頂部が破損しているのが分かる．詳しくは口絵

（小笠原・佐藤）参照． （写真と文：佐藤隆司）
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